
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

赤郷地区 

自ら役割を持って動き創造する赤郷の未来 
～生み出そう！コミュニティビジネス～ 

地域データ 
◆人口推移と推計 

◆人口比率推移と推計 

課題と地区を発展させる取組（ワークショップ意見集約） 

◆ワークショップで出た“地区を発展させる取組”の分類 

市民・コミュニティ活動 （関連施策：基本計画 施策 5-2-2 、 総合戦略 施策 4-3-1） 

商工業の振興 （関連施策：基本計画 施策 2-2-1 、 総合戦略 施策 1-3-2） 

六次産業の振興 （関連施策：基本計画 施策 2-3-2 、 総合戦略 施策 1-2-1） 

課題 ▼ 取り組む人が限られており、協力者を募る体制がない 
▼ 人集めが困難で、組織連携が必要 

 
取組 ◎ 動ける世代、世代別に役割を考え、全ての人が役割を持てるようにする 

◎ 自身の個性や特技が活かせる体制・組織づくりを行う 
 

課題 ▼ 地域内でお金を回す仕組みがない 
▼ 買い物ができない、お店がない 

 
取組 ◎ 自然食材・健康食にこだわった料理教室、カフェ、ジビエレストラン、古民家レストラン設置 

◎ 商業施設などの連携づくり 
 

課題 ▼ イノシシ、シカ、シロサギ、ヌートリアの増加 
▼ 働く場所がない 

 
取組 ◎ 加工のプロや機材を確保してまずは加工をはじめてみる 

◎ 年間を通じて利益の得られる仕組みづくり 
 

地域のスローガン（ワークショップ・スローガン取りまとめ） 

取組の方向性 

◆市内の転居状況 ◆県内の転出入状況（上位５自治体） 

◆県外の転出入状況（上位５都道府県） 

赤郷夢プランを基にした赤郷のまちづくりの活動を進めていきます。取り組む人の発掘や協
力体制の構築を進めます。一人ひとりが役割を持って赤郷夢プランの実践に向け、地域の課題
解決と地域起業を考えて取組を進めます。特に、買い物や鳥獣被害など、地域の困りごとを利
点に変えるためのコミュニティビジネスを考案していきます。 
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サファリランド 

北河内、佐山神楽 

農事組合法人赤郷 

赤土を活かした 
農産物の生産 

赤郷八幡宮 

いろんな人がそれぞれ 
得意分野を持っている スクールバスを活用した 

住民タクシーの検討 

秋吉台、大正洞、景清洞 

地域の取組に 
協力的な人が多い 

芝桜、白魚洞と湿地帯、
吸い込み穴 

魅力と宝 

60歳以上が元気 
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大田地区 

みとうを繋ぐ「まつりと交流の拠点」づくり 

地域データ 
◆人口推移と推計 

◆人口比率推移と推計 

課題と地区を発展させる取組（ワークショップ意見集約） 

Mine秋吉台ジオパーク 

指定文化財が点在 

長登銅山 市営住宅がある 

美東病院がある 道の駅がある 

スーパーやドラッグストア、 
コンビニ等、商店が多い 

山口市に近い 

しだれ桜や三本松 

大田 IC があり、 
高速道路アクセスが良い 

◆ワークショップで出た“地区を発展させる取組”の分類 

交流と関係化 （関連施策：基本計画 施策４-2-1 、 総合戦略 施策 4-2-2） 

行政サービス （関連施策：基本計画 施策 5-1-2 、 総合戦略 施策 5-1-3） 

市民・コミュニティ活動 （関連施策：基本計画 施策 5-2-2 、 総合戦略 施策 4-3-1） 

課題 ▼ 集まるところ、遊ぶところが少ない 
▼ 財源不足 

 
取組 ◎ クラウドファンディングを活用してコスプレ大会などお祭りやイベントを実施 

◎ 昔のおまつりを復活 
 

課題 ▼ 総合支所で対応できないことが多くなった 
▼ 桂坂、岩波、聞波の交通手段が少ない 

 
取組 ◎ 道の駅で行政サービスを代行する、支所と本庁のＴＶ電話 

◎ このまちにしかない社会資源を活かす 
 

課題 ▼ コミュニティ不足、財政不足 
▼ 総合支所で対応できないことが多くなった 

 取組 ◎ 自治会で行政の委託事業をうけおって資金を得る 
 

地域のスローガン（ワークショップ・スローガン取りまとめ） 

取組の方向性 

金麗社 

◆市内の転居状況 ◆県内の転出入状況（上位５自治体） 

◆県外の転出入状況（上位５都道府県） 

魅力と宝 

高齢化による活力の低下とともにまちづくり活動の停滞が課題です。クラウドファンディン
グや地域の力の結集で新たな財源確保を考え、地域活動の実施へと転換を図ります。 
特に道の駅みとうや伝統的な祭りを活かしたイベントや交流事業の実施を進めていきます。 
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綾木地区 

子どもがのびのび過ごせる癒しの郷 
～教育と子育てのまち 綾木～ 

地域データ 
◆人口推移と推計 

◆人口比率推移と推計 

課題と地区を発展させる取組（ワークショップ意見集約） 

ナタオレノキ 

農業法人がたくさんある 

災害が少ない 

住宅用地の 
立地条件が良い 

子ども会と地域の 
活動が盛ん 

山口県中心部が近い 

活用できる荒れていない
農地がたくさんある 

インターチェンジが近く、 
中国道へのアクセスが良い 

◆ワークショップで出た“地区を発展させる取組”の分類 

学校教育 （関連施策：基本計画 施策 3-2-1 、 総合戦略 施策 2-3-3） 

住環境・定住 （関連施策：基本計画 施策 4-2-1 、 総合戦略 施策 3-3-1） 

六次産業の振興 （関連施策：基本計画 施策 2-3-2 、 総合戦略 施策 1-2-1） 

課題 ▼ 小中一貫教育が必要となっている 
▼ 子どもが少なく、少人数学校となっており、コミュニケーション不足が危惧される 

 
取組 ◎ 美東を一つの小学校として幼小中一貫教育を PR して教育のまちになる 

◎ 少人数制の学校教育の利点を活かして学力を向上 
 

課題 
▼ 店が少ない、交通手段が少ないなど、生活条件が悪い 
▼ 廃屋、空き家、独居・準独居の増加 
▼ 農地から宅地への転換が容易でない 

 
取組 ◎ 住宅用地確保に向けた地区の総合的・一体的な取組の検討 

◎ 岡の台テニスコートを転換しアパート建設 
 

課題 ▼ 高齢化や後継者問題により離農者が増え、遊休農地の活用が出来なくなっている 
 取組 ◎ 健康分野を意識した、エゴマ油・有機野菜の栽培・加工による農業の発展 
 

地域のスローガン（ワークショップ・スローガン取りまとめ） 

取組の方向性 

廃校を再利用して賑わい 
交流のイベントに活用 

◆市内の転居状況 ◆県内の転出入状況（上位５自治体） 

◆県外の転出入状況（上位５都道府県） 

魅力と宝 

子どもは地域の宝です。少子化によって子どもの数が減少する中、教育の質の向上やふるさ
と学習などを進めます。また、農地が多い地域であり、市場の需要に応じた農業振興を図るほ
か、宅地開発や空き家の活用を検討し、若者などが求める住環境が整うまちづくりを進めます。 
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真長田地区 

子どもを中心にみんなが集う場・「マナガタ」づくり 
～花いっぱいの魅力あるふるさと～ 

地域データ 
◆人口推移と推計 

◆人口比率推移と推計 

課題と地区を発展させる取組（ワークショップ意見集約） 

温泉が出る 

静かで星空がキレイ 

土地代が安い 
メタセコイヤの並木道 

食事処が多い 芸術家がいる 

ナイター整備の 
サッカーグラウンドがある 

都市化していない 
田舎暮らしができる 

工業団地がある 
企業が多い 

高速道路やサービスエリア 
があり、交通の便が良い 

◆ワークショップで出た“地区を発展させる取組”の分類 

住環境・定住 （関連施策：基本計画 施策４-2-1 、 総合戦略 施策 3-3-1） 

市民・コミュニティ活動 （関連施策：基本計画 施策 5-2-2 、 総合戦略 施策 4-3-1） 

地域福祉 （関連施策：基本計画 施策 4-1-1 、 総合戦略 施策 4-3-2） 

課題 ▼ 他地区へ人口が流出して、空き家が増えた 
▼ 遊ぶところがない、若者が少ない 

 
取組 ◎ 桜や花いっぱいの子どもの遊び場、公園をつくる 

◎ 宅地に出来る場所を安く売る 
 

課題 ▼ 娯楽がない、イベント広場がない 
▼ 近所付き合いがなくなった 

 
取組 ◎ ふるさとまつりの内容を見直して、子育て世代の参加を促す 

◎ 大きな祭としてイベントなどを集約し、みんなで誘い合って参加する 
 

課題 ▼ 一人暮らしが増えて、地域の維持ができなくなった 
▼ 近所付き合いがなくなった 

 
取組 ◎ 各地区サロンへの参加を呼び掛けて、もっと参加を促す 

◎ 奉仕活動の精神を育み、色々な活動の場に参加する 
 

地域のスローガン（ワークショップ・スローガン取りまとめ） 

取組の方向性 

グラウンドゴルフ、スポ小 
などサークル活動が盛ん 

◆市内の転居状況 ◆県内の転出入状況（上位５自治体） 

◆県外の転出入状況（上位５都道府県） 

魅力と宝 
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転居先(67人) 転居元(34人)
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転居元 - 転居先 = -33人
エリア内転居 182人
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みんなが集う公園緑地や子ども達の遊び場が望まれているなど、花いっぱいの居心地の良い
地域づくりが求められています。また、地域内での繋がりや集まる場のニーズが高く、ふるさ
とまつりやイベントなどにみんなで誘い合って参加するなど、一人ひとりが関わりを持って地
域づくりに参加する体制づくりと実践に力を入れます。 
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嘉万・青景地区 

そば花や湧水を活かし、希望と夢が湧くワクするまちづくり 
～五感に響くおもてなしのまち～ 

地域データ 
◆人口推移と推計 

◆人口比率推移と推計 

課題と地区を発展させる取組（ワークショップ意見集約） 

秋芳白糸の滝 

婦人部全員が 
生き生きと暮らしている 

かぐら舞 
八代のわさび 

山領の芝桜、芝尾の桜 ホザキザクラ 

半田弁天の 
ミネラルを含んだ水 

八代のゲンジボタル 

そば祭り、そば花フェスタ 

さわさし城、殿河内の城跡 

◆ワークショップで出た“地区を発展させる取組”の分類 

市民・コミュニティ活動 （関連施策：基本計画 施策 5-2-2 、 総合戦略 施策 4-3-1） 

地域福祉 （関連施策：基本計画 施策 4-1-1 、 総合戦略 施策 4-3-2） 

地場産業・観光産業 （関連施策：基本計画 施策 2-3-1 、 総合戦略 施策 1-4-2） 

課題 ▼ 集落が崩壊してきている 
▼ 若者や行政 OB/OGの活躍不足 

 
取組 ◎ 地域リーダーやグループが生まれる土壌を整える 

◎ 井戸端会議など、集会を開き、集落の問題を話し合う場づくり 
 

課題 ▼ 人口減少や空き家の増加 
 
取組 ◎ 人口定住のための受入体制の整備、コミュニティづくり 

◎ ボランティアのココロをもって声を掛け合う 
 

課題 ▼ そばを活かせていない 
▼ 若者の働き場がない。嘉万小の跡地に会社が欲しい 

 
取組 ◎ そばで町おこしを考え、そばを食べられる食事処を増やす 

◎ 民宿の運営、観光案内 
 

地域のスローガン（ワークショップ・スローガン取りまとめ） 

取組の方向性 

中尾洞 

◆市内の転居状況 ◆県内の転出入状況（上位５自治体） 

◆県外の転出入状況（上位５都道府県） 

魅力と宝 

地域の存続が危ぶまれており、若者や新たな地域のリーダーの創出など、担い手づくりを進
めます。移住者の増加や定住に向けて、地域の受け入れ環境を整えていきます。また、きれい
な水と共に“そば”が地域の誇りであり、空き施設や空き家を活用した「湧水とそば」による産
業化を目指します。 

109

37

22

24

17

55

48

19

18

13

13

46

250 200 150 100 50 0 50 100 150 200 250

山口市

宇部市

長門市

下関市

萩市

その他

転出(264人) 転入(157人)

（人）

転入 - 転出 = -107人

34

21

10

10

8

70

18

16

12

11

9

53

100 50 0 50 100

福岡県

千葉県

大阪府

東京都

神奈川県

その他

転出(153人) 転入(119人)

（人）

転入 - 転出 = -34人

16

1

3

1

10

1

4

15

18

5

6

2

11

3

4

1

17

19

11

30 20 10 0 10 20 30

大嶺町東分・下村地区

大嶺町西分

大嶺町北分

大嶺町奥分

伊佐公民館

豊田前公民館

於福公民館

厚保公民館

赤郷公民館

大田公民館

綾木公民館

真長田公民館

別府公民館

秋吉公民館

岩永公民館

転居先(74人) 転居元(74人)

（人）

転居元 - 転居先 = ±0人
エリア内転居 178人

6件

3件 3件 3件
2件 2件 2件

1件 1件 1件 1件 1件

0
1
2
3
4
5
6
7

市
民
・コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動

観
光
の
振
興

地
域
福
祉

地
場
産
業
・

観
光
産
業

交
流
と

関
係
化

住
環
境
・

定
住

商
工
業
の

振
興

お
も
て
な
し

学
校
教
育

雇
用
の
創
出

と
環
境
整
備

高
齢
者
福
祉

男
女
共
同

参
画

1,834 

1,602 

1,375 
1,192 

1,023 
868 

716 

0
200
400
600
800

1,000
1,200
1,400
1,600
1,800
2,000

平成20年 平成25年 平成30年 令和5年 令和10年 令和15年 令和20年

実績 推計

(人)

7.6 6.6 6.0 5.5 4.7 4.8 4.4 

52.8 49.5 43.4 40.6 39.3 37.4 35.0 

39.5 43.9 50.6 53.9 56.0 57.8 60.6 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

平成20年平成25年平成30年 令和5年 令和10年令和15年令和20年

実績 推計

年少人口 生産年齢人口 老齢人口



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

別府地区 

弁天池で繋がる「見てよし・住んでよし」の別府づくり 
～秋芳梨・お酒・江原もええよ～ 

地域データ 
◆人口推移と推計 

◆人口比率推移と推計 

課題と地区を発展させる取組（ワークショップ意見集約） 

ジビエ 

秋芳梨 

花尾山（長門富士） 

公民館がきれい 
弁天池、白水の池など 

水の恵み 

江原集落、江原ウバーレ 
ぶどう農家、ぶどう農園 

地元の酒蔵 

鉱山や鉱山の雇用 

◆ワークショップで出た“地区を発展させる取組”の分類 

市民・コミュニティ活動 （関連施策：基本計画 施策 5-2-2 、 総合戦略 施策 4-3-1） 

六次産業の振興 （関連施策：基本計画 施策 2-3-2 、 総合戦略 施策 1-2-1） 

農業等の振興 （関連施策：基本計画 施策 2-1-1 、 総合戦略 施策 1-2-2） 

課題 ▼ 公民館及び周辺の整備活用 
▼ 弁天池を中心とした開発と利用 

 
取組 ◎ 公民館地域利用の部屋の設置やリーダーの育成 

◎ 別府弁天池まちづくり協議会の PR・活性化 
 

課題 ▼ 鱒、ます次郎を使った料理の開発 
 
取組 ◎ マスバーガー・マスずしなど、地域の特産品の開発 
 

課題 ▼ 農業人口の減少 
▼ 梨組合・生産の振興 

 取組 ◎ 梨選果場周辺の整備 
 

地域のスローガン（ワークショップ・スローガン取りまとめ） 

取組の方向性 

養鱒場、鱒料理 

◆市内の転居状況 ◆県内の転出入状況（上位５自治体） 

◆県外の転出入状況（上位５都道府県） 

魅力と宝 

地域づくりから産業づくりへ、特徴的な別府弁天池やその他の湧水を活用してまちづくりを
展開します。また秋芳梨などの農業や養鱒場を活用した水産業など一次産業を活性化するとと
もに、それらを活用した六次産業に力を入れていき、若者が住む別府のまちづくりを進めます。 
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秋吉地区 

観光拠点を活かした若者の住みやすいまちづくり 
～みんな仲良く集い築くまち～ 

地域データ 
◆人口推移と推計 

◆人口比率推移と推計 

課題と地区を発展させる取組（ワークショップ意見集約） 

秋吉台の山焼き 自然体験型の学習の宝庫 

秋吉駅バス停 
市の真ん中で県の真ん中 

秋吉小学校 
秋芳中学校 きれいな朝霧 

ジオパーク認定される 
美しい秋吉台、秋芳洞 

津波が来ない 
地震が少ない 

カルストウォーク 
秋吉台ジオマラソン 

豊富な森林資源や竹林 

◆ワークショップで出た“地区を発展させる取組”の分類 

観光の振興 （関連施策：基本計画 施策 1-1-1 、 総合戦略 施策 1-1-1） 

市民・コミュニティ活動 （関連施策：基本計画 施策 5-2-2 、 総合戦略 施策 4-3-1） 

住環境・定住 （関連施策：基本計画 施策 4-2-1 、 総合戦略 施策 3-3-1） 

課題 ▼ 秋吉台や秋芳洞付近で観光客が立ち寄れる場所が少ない 
▼ 観光自体の在り方や特産品が考えられていない 

 
取組 ◎ 鱒・梨・ブルーベリー等を活用した季節ごとの観光ルートづくり 

◎ 体験型観光を開発する 
 

課題 ▼ 地区のまとまりや協力体制が弱い 
▼ 地域の活動に住民の参加が少ない 

 
取組 ◎ みんなが協力する体制をつくる 

◎ 地域の皆が秋芳洞・秋吉台を知る（観光ガイドの養成ツアー実施） 
 

課題 ▼ 未利用の空き家の活用不足 
 取組 ◎ 空き家を別荘で売り出す・貸す 
 

地域のスローガン（ワークショップ・スローガン取りまとめ） 

取組の方向性 

ドリーネを活用した 
国定公園内での耕作がある 

◆市内の転居状況 ◆県内の転出入状況（上位５自治体） 

◆県外の転出入状況（上位５都道府県） 

魅力と宝 

国内外で認知のある秋吉台や秋芳洞は地域の宝であり、更なる活用をみんなで考え、観光拠
点としてのまちづくりを官民協働でつくっていきます。また、一人ひとりの地域活動への参加
意識の向上を図り、多様な連携や地域発信での取組を実践に繋げ、若者が定住する住みやすい
まちづくりを進めていきます。 
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岩永地区 

残そう！活かそう！「大行司」 
みんなの力を結集して考える持続可能な岩永づくり 

地域データ 
◆人口推移と推計 

◆人口比率推移と推計 

課題と地区を発展させる取組（ワークショップ意見集約） 

道椿ヶ瀬橋のホタル カルストの湯 

三下郷御食社 
岩永公民館まつり 

助け合い行事が良い 

地区運動会が盛ん 

まわりの地域にも１時間で 
行けて住宅地として利用できる 

◆ワークショップで出た“地区を発展させる取組”の分類 

市民・コミュニティ活動 （関連施策：基本計画 施策 5-2-2 、 総合戦略 施策 4-3-1） 

地域福祉 （関連施策：基本計画 施策 4-1-1 、 総合戦略 施策 4-3-2） 

課題 ▼ 小学校跡地の利用を考えないといけない 
 
取組 ◎ 既存のイベントの中で新しいことにチャレンジする 

◎ ふるさとづくり推進協議会で情報提供や補助・バックアップする 
 

課題 ▼ 交通の便が少なく、高齢者の交通手段に困っている 
▼ 農地の荒れ地が多くなった、草刈が困難になっている 

 

地域のスローガン（ワークショップ・スローガン取りまとめ） 

取組の方向性 

ふるさと夏祭り 
大行司、小行司 

◆市内の転居状況 ◆県内の転出入状況（上位５自治体） 

◆県外の転出入状況（上位５都道府県） 

魅力と宝 

小学校の跡地などをどのように活用できるか、振興策を地域で連携して考えていく必要があ
ります。また、伝統行事の継承や地域福祉の面においても担い手不足は深刻であり、地区内外
に向けた情報発信をみんなで考え、担い手の確保に向けた募集など持続可能な地域づくりに努
めていきます。 
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大嶺町東分・下村地区

大嶺町西分

大嶺町北分

大嶺町奥分

伊佐公民館

豊田前公民館

於福公民館

厚保公民館

赤郷公民館

大田公民館

綾木公民館

真長田公民館

嘉万公民館

別府公民館

秋吉公民館

転居先(51人) 転居元(56人)

（人）

転居元 - 転居先 = +5人
エリア内転居 86人
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市
民
・コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動

情
報
発
信

地
域
福
祉

情報発信 （関連施策：基本計画 施策 1-2-3 、 総合戦略 施策 3-1-1） 

課題 ▼ 大行司の担い手を拡げたい 
▼ 地域のつながりが薄くなっており、空き家も増えているため活動の声かけができない 

 
取組 ◎ MYT（有線テレビ）や SNS等を活用した情報発信の強化 
 

取組 ◎ 岩永地区以外での担い手を募集する 
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